
名取市都市計画マスタープラン名取市都市計画マスタープラン

令和6年3月

【 概 要 版 】
＜改訂版＞＜改訂版＞



本市では、都市計画の指針となる名取市都市計画マスタープランを平成30年12月に策定し、
都市基盤の整備や地域特性に応じたまちづくりなど、都市づくりに取り組んでいます。

本マスタープランから５年が経過し、近年、我が国では人口減少・超高齢化社会を迎え、感染症
の世界的な猛威など社会情勢が大きく変化する中、人々の生活様式や働き方までもが変化して
います。

本市におきましても、東日本大震災からの復興完了により沿岸部は観光や産業エリア、住宅地
等として形成され、沿岸部のみならず市内の産業用地も様々な企業が進出していただいたこと
で賑わいが戻りつつあります。宮城県では、既に少子高齢化社会を迎えている中にあって、本市
では現在も、市内の開発需要が高まっており、都市計画をめぐる状況も変化しています。

こうしたことを背景に、このたび、平成30年12月に策定した本マスタープランは、おおむね20
年後の令和20年の都市将来像を展望しており、都市の将来像「利便性と可能性を備えたこれからも
成長する都市 名取」は継続し、都市施設の整備、市街地開発事業の整備については令和２年３月に
策定した「名取市第六次長期総合計画」の計画期間を踏まえて、令和12年を目標とします。

今後はこの名取市都市計画マスタープランの方針をもとに、市民の皆様と行政がともに協力し
ながらまちづくりに取り組むことで、名取市の発展を図ってまいりたいと思いますので、より一
層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。

　　　令和６年３月

名取市都市計画マスタープラン（改訂版）の策定にあたって
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1　名取市都市計画マスタープランとは

1 名取市都市計画マスタープランとは

１．名取市都市計画マスタープランとは
　名取市都市計画マスタープランは、都市計画法第18条の２の規定に基づく「市町村の都市計画に関する基本的な方針」と
して名取市の将来像の実現に向け、都市づくりの目標を示し、都市計画の方針を明らかにするものです。
　個別の都市計画や事業の内容は、今後、この都市計画マスタープランに基づいて定められます。

２．名取市都市計画マスタープランの位置づけ
　平成30年12月に策定した名取市都市計画マスタープランは、名取市第五次長期総合計画、名取市第四次国土利用計画、名
取市地方創生総合戦略並びに県が定める仙塩広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画法第６条の２）に即し
て定めたものですが、改訂に当っては、その後に策定された名取市第六次長期総合計画、名取市第六次長期総合計画地方創生
総合戦略版、名取市第五次国土利用計画及び名取市地域公共交通計画などの上位計画や関連計画と整合を図るものとしま
す。

土地の使い方のルール（土地利用計画）

都市に必要な施設（都市施設）

面的なまちづくり（市街地開発事業）

都市計画
に定める内容
（都市計画法）

『名取市の将来像』

名取市の将来像の実現に向け、都市づくりの目標並びに都市計画の
基本的な方針を明らかにするものが、

『名取市都市計画マスタープラン』です。
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名取市第五次長期総合計画
（平成24年3月策定）

名取市震災復興計画
（平成23年10月策定）

名取市第四次国土利用計画
（平成24年3月策定）

名取市地方創生総合戦略
（平成28年2月策定）

名取市都市計画マスタープラン
（市町村の都市計画に関する基本的な方針）

【都市計画法第18条の２】

（個別都市計画の指針）

新たに策定

名取市第六次長期総合計画
（令和2年3月策定）

名取市第六次長期総合計画
地方創生総合戦略版
（令和2年3月策定）

名取市第五次国土利用計画
（令和2年3月策定）

即す

●土地利用（区域区分、地域地区等）
●都市施設（道路、公園、下水道等）
●市街地開発事業（土地区画整理事業、市街地再開発事業等）

仙塩広域都市計画区域の
整備、開発及び保全の方針
【都市計画法第６条の２】

・名取市地域公共交通計
画（令和５年３月）
・名取市公共施設等総合
管理計画（令和４年９月
改訂）

広域的な視点からみた計画

即す 整合

新たに策定



2　全体構想

2 全体構想

　全体構想は、名取市が今後20年間で目指す「都市の将来像」やこれを実現するための大まかな方針で
ある「都市づくりの基本目標」等を示したものです。

　「名取市第六次長期総合計画」においては、人口増加策や少子化対策、健康寿命の延伸など様々な
施策の推進による影響を加味し、令和12年（2030年）の目標人口を85,000人と設定しています。
　名取市都市計画マスタープランは、これを踏まえ令和12年（2030年）の目標人口を85,000人
とします。

（１） 都市の将来像

（３） 都市づくりの基本目標

（２） 目標人口

名取市都市計画基本方針における都市の将来像

『利便性と可能性を備えた  これからも成長する都市  名取』

豊かな都市づくり
　本市の高い利便性を活かしな
がら、子どもを産み育て、高齢
者が健康に暮らせ、若者が学び
働ける環境づくりを目指す。

健康で楽しい暮らしの実現

うるおいと美しさの創出

快適で安全な生活基盤の確保

飛躍する都市づくり
　現状の活力に加え、本市の強
みを活かしながら、将来にわた
り都市の発展に可能性を見いだ
すことを目指す。
都市の活力と魅力を高める

機能強化

都市の成長を牽引する産業
の振興

にぎわいと国際化を生み出す
交流促進

持続的な都市づくり
　安全安心な市民生活の確保を
図るとともに、将来にわたり、
その持続を目指す。

安全・安心な市民生活の確保

最適化した都市マネジメント
の実現

循環と再生利用による環境都市
の創出

　名取市都市計画マスタープランでは、この将来像の実現に向けて「いきいきとした暮らし」を
支える「豊かな都市づくり」、「魅力に満ちあふれた活力と交流」を創造する「飛躍する都市づくり」、
「安全・安心」な地域社会、都市環境を保持する「持続的な都市づくり」を基本目標として、都市
づくりを推進していきます。
　そして、将来的な少子高齢化の進行や産業発展等の都市づくりの課題を克服しながら、利便性、
住みやすさ等の特徴・強みを活かし、仙台空港や仙台東部道路等の世界と仙台・東北を結ぶポテ
ンシャルを発揮するものとして『利便性と可能性を備えた　これからも成長する都市　名取』を都
市の将来像として設定し、市民との協働によりこれを目指していきます。
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（４） 将来都市構造

（５） 分野別方針

2　全体構想

土地利用

○これからも住み続けたくな
る生活環境の形成

○名取のアーバンライフを楽
しむ拠点地区の創生

○産業基盤の強化と空港関連
産業の誘導

○名取の魅力を体感できる沿
岸観光促進エリアの形成

○適正なコントロールに基づ
く安全な土地利用の推進
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交　通

○市民の日常生活に寄り添う
多様な交通環境の充実

○日常生活を支える道路整備
の推進

○飛躍する力を生み出す高い
広域交通利便性の創出

○将来への負荷を低減する交
通マネジメント

防　災

○身近な地域における防災
まちづくり

○都市の成長を支える防災機
能の強化

○強靭な防災構造の構築

2　全体構想
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水と緑

○身近な公園・緑地づくり
○市民がうるおう水と緑の空
間の創出

○都市の魅力を高めるレクリ
エーション施設の整備

○地球に優しい水と緑の保
全・管理

景　観

○心地良い市街地・田園景観
の形成

○名取の特性を活かした景観
の形成

○国内外から交流人口を呼び
込む戦略的な環境整備

○みどりの景観の維持・形成

2　全体構想
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3 地域別構想

増
田
地
域

　地域別構想は、地域の今後20年間における「まちづくりの理念」や、今後10年間の各地域のまちづくり
の目標、主な施策を示しています。

3　地域別構想

＜まちづくりの理念＞ ＜まちづくりの目標＞
目標１：都市を支える商業機能等の強化
目標２：誰もが安心して暮らしやすい基盤の整備
目標３：都市と農が調和した土地利用の推進

都市の中心として名取を
牽引するまち

●：行政が主体となって行うもの　○：住民・企業等との協働で行うもの

■土地利用
○交通結節機能を活かした名取駅周辺における商業環境の整備
○杜せきのした駅周辺について多様な商業・業務機能が融合し
た魅力あふれるまちづくりの促進

●名取駅前の図書館を核とした複合型拠点施設を活用し、交流
の機会と空間の創出

○充実した公共交通や生活利便性を活かし土地利活用の促進
○新たな商業の創出に向けた空き店舗の利活用促進の検討
○中心市街地活性化施策と連動した生活空間の環境整備
○学生や子育て世代の親子等が集まれる環境の整備
○上余田地区の土地区画整理事業の促進
○名取中央スマートインター周辺地区における市街地整備の促
進

●市街化区域内農地・未利用地の活用について、関係機関と連
携した検討・誘導

○地区計画制度を活用した良好な住環境の形成
○セリなどの地域の特産品を生む農地の保全

■交通
●バス路線（なとりん号）とデマンド交通（なとりん
くる）のネットワーク再編による利便性の向上

●交差点の改良等による交通混雑の改善
●県道仙台名取線（旧国道４号）の歩道整備や無電柱
化、駐車場の有効利用促進

●飯野坂杉ケ袋線の整備推進
●関下植松線の整備推進
●狭隘道路等生活道路の改善
●歩道の確保・拡幅やバリアフリー化の推進
●名取駅を中心とした回遊性のある歩行者空間の確保
●名取駅と主要な公共施設、各地域を結ぶ自転車ネッ
トワークの確保

●交通事故が多い箇所や通学路など危険箇所の点検・
調査及び改善

●増田地域と他地域を結ぶ自転車ネットワークの確保

閖
上
地
域

＜まちづくりの理念＞ ＜まちづくりの目標＞
目標１：地場のかせぐ力の強化
目標２：未来へつなぐにぎわい交流の促進
目標３：暮らしやすい生活環境の充実

再生と創造が生む
新たな生業と暮らしのまち

●：行政が主体となって行うもの　○：住民・企業等との協働で行うもの

■土地利用
○「かわまちづくり」による観光振興とにぎわい創出の促進
●名取市サイクルスポーツセンター等の活用による海辺のス
ポーツ・レクリエーションの振興

○生活中心拠点として閖上市街地における情報発信機能や商業
機能等の多様な機能の集積

○公共施設における集会スペースの確保など、地域住民が集ま
りやすい場の提供について検討

○専門家の派遣などによる地域コミュニティ充実の支援
○仙台空港周辺と連携した交流の促進
●閖上東地区産業用地への企業誘致
●閖上漁港の整備と機能保全に向けた取組の促進

■交通
●産業の利便性を高める幹線道路網の整備・形成
●バス路線（なとりん号）とデマンド交通（なとりんくる）のネッ
トワーク再編による利便性の向上

●地域と鉄道駅を結ぶ公共交通強化の検討
●閖上地域と他地域を結ぶ自転車ネットワークの確保

■防災
●海岸防災林の復旧の促進
○地区計画制度を活用した高盛土区域の保全による安
全・安心な市街地の維持

●県の防災拠点漁港として、泊地浚渫事業の促進

■景観
○海岸清掃など市民の手による閖上の風景の維持管理
支援

○新たに整備される美しいまちを維持するためルール
づくりの支援

■その他
●大曲地区農業集落排水事業区域の公共下水道区域へ
の統合

●まちづくりに関連する情報を積極的に公表・提供

■水と緑
○貞山運河の舟運事業推進
○名取市サイクルスポーツセンターやかわまちてらす
閖上等を活用した沿岸部のレクリエーション機能の
強化
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●：行政が主体となって行うもの　○：住民・企業等との協働で行うもの

増
田
西
・
名
取
が
丘
地
域

＜まちづくりの理念＞ ＜まちづくりの目標＞
目標１：快適な居住環境の向上
目標２：既存団地の再生
目標３：支え合い暮らせる環境づくり

誰もが住みやすく
元気に暮らせるまち

■土地利用
○増田西地区の土地区画整理事業に伴う生活利便機能の誘導
○駅周辺への居住機能の誘導検討
○宅地需要に対応した増田西地区の土地区画整理事業の促進
●県道仙台館腰線の沿道における市街化区域・用途地域指定の検討
●移住・定住の受け皿として空き家の利活用促進
●空き地の有効利用による居住機能の誘導

■交通
●バス路線（なとりん号）とデマンド交通（なとりんくる）のネッ
トワーク再編による利便性の向上

●名取駅と主要施設を結ぶ自転車ネットワークの確保
●（仮）大手町川上線の整備推進
●（仮）箱塚手倉田線の整備推進
●交通の危険箇所を点検・調査し必要に応じ改善
●生活道路の劣化への対応や快適な移動空間の確保、バリアフリー化の推進
●交通安全施設の設置について関係機関と連携し検討
●増田西・名取が丘地域と他地域を結ぶ自転車ネットワークの確保

■防災
●雨水排水施設の整備推進
●雨水排水施設の改善検討
●急傾斜地崩壊危険箇所等の災害情報の伝達や速やか
な避難を促すための警戒避難体制の整備

■水と緑
●多様な交流・レクリエーションの拠点として十三塚
公園の整備推進

●市を代表するレクリエーション拠点として十三塚公
園の整備推進

●多くの人の来訪に向けた十三塚公園の活用の検討
●市街地の拡大にあわせた公園・緑地・緑道の整備推進
○住民との協働による身近な緑・公園の保全・管理促進
○地域の緑や河川を保全するボランティア・市民団体
の活動支援

●公園の健康遊具等の充実

●：行政が主体となって行うもの　○：住民・企業等との協働で行うもの

下
増
田
地
域

＜まちづくりの理念＞ ＜まちづくりの目標＞
目標１：空港・I Cを活かした交流・産業の創出
目標２：地域を支える生活利便施設・コミュニティの充実
目標３：災害への備えの充実

交流とコミュニティで
にぎわう臨空のまち

■土地利用
●南原地区等、空港周辺におけるレクリエーション等のにぎわ
い・交流を創出する土地利用の誘導

○空港周辺における空港関連産業誘導や物流関連産業等誘導の検討
○空港周辺における空港支援機能誘導やエアポートホテル誘導の検討
○空港及び空港周辺の魅力向上に向けた農地活用の検討
●仙台空港と臨空拠点の連携強化
○生活中心拠点として美田園駅周辺における商業等多様な機能の充実
○公共施設における集会スペースの確保など、地域住民が集ま
りやすい場の提供について検討

○地域特性を生かした新たなコミュニティ活動、地域ボランティ
ア活動の支援

○閖上と連携した交流の促進

■交通
●バス路線（なとりん号）とデマンド交通（なとりんくる）のネッ
トワーク再編による利便性の向上

●名取中央スマートインターチェンジからのアクセス道整備の検討
●美田園駅や仙台空港周辺と他地域を結ぶ自転車ネットワークの確保
●下増田地域と他地域を結ぶ自転車ネットワークの確保

■防災
●海岸防災林復旧の促進
○地域防災計画の定期的な見直しと住民への周知徹底
●雨水排水施設の整備検討

■水と緑
○貞山運河の舟運事業推進

3　地域別構想
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●：行政が主体となって行うもの　○：住民・企業等との協働で行うもの

館
腰
地
域

＜まちづくりの理念＞ ＜まちづくりの目標＞
目標１：I Cの交通結節機能を活かした土地利用の促進
目標２：車に頼らず暮らせる環境整備の促進
目標３：地域の魅力を高める歴史資源等の整備・活用の促進

交通結節機能を活かした
産業と歴史のまち

■土地利用
●仙台空港インターチェンジの周辺における新たな土地需要に
対応した産業基盤整備の検討

●国道４号沿道における工業系用途地域の拡大の検討
○館腰駅周辺の土地の有効利用を検討
○名取中央スマートインター周辺地区の土地区画整理事業の促進
●周辺地区の市街地整備等を見据えた土地利用の検討
●地域医療支援病院の誘致

■交通
●国道４号から名取中央スマートインターチェンジを経由し仙
台空港方面に至る幹線道路の整備検討

●市道本郷北線の整備推進
●パークアンドライドを促進するための環境整備や仕掛けづくりの検討
●都市計画道路館腰駅箱塚線の整備推進
●関下植松線の整備推進
●誰もが安心して歩けるような安全な歩行空間の確保
●県道愛島名取線の整備推進について関係機関と協議の継続
●踏切の改良など生活利便施設へのアクセス環境向上の検討
●バス路線（なとりん号）とデマンド交通（なとりんくる）のネッ
トワーク再編による利便性の向上

●交通安全施設の設置について関係機関と連携し検討
●館腰地域と他地域を結ぶ自転車ネットワークの確保

■防災
●流下能力不足箇所の改修等、雨水排水機能向上の促進
●川内沢川中流域の河川改修及び川内沢ダムの整備促進
●志賀沢川流域の河川改修の整備促進
●急傾斜地崩壊危険箇所等の災害情報の伝達や速やか
に避難を促すための警戒避難体制の整備

■景観
●歴史資源周辺の道路の整備・改良の検討
○散策する人のためのベンチや公衆便所等の設置を検討

●：行政が主体となって行うもの　○：住民・企業等との協働で行うもの

高
舘
地
域

＜まちづくりの理念＞ ＜まちづくりの目標＞
目標１：快適な生活環境の維持・充実
目標２：地域コミュニティの活性化
目標３：地域の歴史・自然を活かした環境づくり

歴史と自然が隣合う
豊かに暮らすまち

■土地利用
○生活利便機能の維持・充実
○高舘熊野堂・吉田地区の土地区画整理事業の促進
●住環境の維持と産業の利便性に配慮した土地利用計画及び用
途地域見直しの検討

○住環境に配慮した環境美化の促進
○用途地域や地区計画の見直しなど郊外の住宅団地の活性化を
図るための施策についての市民協働による検討

●移住・定住の受け皿として空き家の利活用促進
●関係機関と連携した住み替え促進による空き家の発生防止及
び人口の維持・増加

○空き家を利用した農家の後継者のためのコミュニティ施設等
への転用検討

■交通
●バス路線（なとりん号）とデマンド交通（なとりんくる）のネッ
トワーク再編による利便性の向上

●高舘地域と他地域を結ぶ自転車ネットワークの確保

■防災
●急傾斜地崩壊危険箇所等の災害情報の伝達や速やか
に避難を促すための警戒避難体制の整備

■水と緑
○市民との協働による公園・緑地の維持・管理促進
●樽水・五社山県自然環境保全地域、高舘・千貫山緑
地環境保全地域等を活用した自然環境の保全

●樽水ダム周辺における自然を楽しむための環境整備
の推進

○高舘山自然レクリエーション施設における地域と連
携した魅力の強化

●海の見える丘公園からの眺望を確保するための維持
管理の検討

■景観
○地区計画制度の活用とあわせて市民や学生の力を活
用した街並み景観の維持・継承

●名取熊野三社などの歴史資源の環境整備を推進し魅
力ある観光資源として活用

○名取熊野三社など地域内外に点在する歴史資源等を
ネットワーク化し資源相互を散策・回遊できる周遊
ルートの設定

●歴史資源周辺の道路の整備・改良の検討

3　地域別構想
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■水と緑
●雷神山古墳保存活用の検討



4 計画の推進にあたって

　本計画に記載している目標や施策の実現にあたっては、以下の考え方に基づいて取り組んでいきます。

●：行政が主体となって行うもの　○：住民・企業等との協働で行うもの

愛
島
地
域

＜まちづくりの理念＞ ＜まちづくりの目標＞
目標１：暮らし続けられる生活環境づくり
目標２：都市の発展に資する産業の振興
目標３：豊かな生活を彩る緑の保全・活用

自然に囲まれた暮らしと
産業が調和したまち

■土地利用
○職住近接型の土地利用を活かした住宅地の形成
●既存の産業用地における立地企業の操業環境維持
●産業用地需要を踏まえた遊休地の有効利用促進
●土地の有効利用に伴う用途地域・地区計画の見直し
○工場見学の機会を設けるなど地域内企業の理解と地域への貢
献促進

○地区計画制度を活用した良好な住環境の形成
●移住・定住の受け皿として空き家の利活用促進

■交通

■関連計画・関連分野との連携による総合的な
まちづくりの推進
■地域の現状・変化の継続的な把握
■課題解決に向けた法制度の活用
■関係機関との連携による都市づくりの推進
■将来像及び目標の実現に向けた都市計画変更
の推進

■防災
●川内沢川中流域の河川改修及び川内沢ダムの整備促進
●急傾斜地崩壊危険箇所等の災害情報の伝達や速やか
に避難を促すための警戒避難体制の整備

■景観
○地区計画制度を活用した良好な街並み景観の形成

■水と緑
●樽水・五社山県自然環境保全地域、高舘・千貫山緑
地環境保全地域等を活用した自然環境の保全

●五社山周辺や川内沢ダムの整備に伴う自然を楽しむ
ための環境整備の推進

●自然豊かなレクリエーションの場や教育の場とした
森林資源の多目的利用を促進

○住民との協働による公園・緑地の維持・管理の促進
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3　地域別構想　　4　計画の推進にあたって

（1）実現性の確保に向けた取組

■PDCAサイクルに基づく計画の定期的な進行
管理
■社会情勢等の変化に応じた計画の見直し

（4）計画の進行管理・評価に関する取組

■まちづくりに関する情報の発信・共有
■都市づくりにおける市民参加の促進

（2）市民協働のまちづくりに関する取組

■優先順位による施策の推進
■公民連携による効率的な施設整備及び運営管理

（3）都市経営の観点を踏まえた施策推進の取組

Plan

Do

Check

Action

Plan

Do

Check

Action

●バス路線（なとりん号）とデマンド交通（なとりんくる）のネッ
トワーク再編による利便性の向上

●都市計画道路愛島東部線の整備推進
●防犯・安全に配慮した街路灯設置の検討
●市道道祖神愛島台線の整備による交通利便性の確保
●大型車両と生活車両の交通を分離し、生活の安全性と円滑な
流通環境の確保

●愛島地域と他地域を結ぶ自転車ネットワークの確保
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